




















た。 しか しながら,この研究では母息子間とい う
異性親 との検討はされているが,女子において異
性である父親 との関係(父娘関係)の中では検討 さ



























































































































て け^ えてもいいとい う安心感を抱いてお り,一方
で 「甘やかされ体験」は養育者に対して侵入的で
あると感 じていることから,「けやかされ体験」
よりも「辟え体験」の方が共感性は高くなると考
えられ,「甘やかされ体験」よりも 「|」
~え体験」
をより認知 している人は,現実に関わ り合ってい
る人と理解・共感できると感 じやすくなると考え
られる。また,甘え経験は自己を受け入れてもら
える経験であることから,「甘え体験」は自分 と
他者を分化するものではないと考えられ,「甘や
かされ体験」は養育者に対 して侵入的であると認
知するものであることから,自分 と養育者を分化
すると考えられるが,本研究において 「甘やかさ
れ体験」をより強く認知することによって個別性
が高まるという結果は見られていないことから,
「甘やかされ体験」 と個別性の間に関連性を見る
ことは難 しいことが見出されたc
臨床心理学的意義
本研究の結果 より,非社会性や不安などの不適
応 と関連がある孤独感の背景の一要因の ^つとし
て,親娘間の行為である 「甘え体験」「甘やかされ
体験」がある可能性が示唆されたG「日本え体験」
と 「甘やかされ体験」は,外見上は区別のつきに
くい親子間の行為である(大塚,2012)が,それぞれ
が孤独感に別の影響を与えていることが考えられ
ることか ら,孤独感を抱える大学生女子のクライ
エン トの見立て,その後の支援に役立てることが
出来るのではないだろうかと考えられる。
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